
教育委員会 社会教育課

教育委員会 社会教育課 川邊　清史

施設管理費

体育施設管理費

日吉体育施設管理費

一般会計
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10.教育費 - 6.保健体 - 2.体育施

　日吉管内の市立社会体育施設（プール除く）及び市民の社会体育並びに文化振興を図るため開放する南丹市

立学校体育施設の管理運営等

維持管理費　4,083,975円（清掃費・施設管理委託料等）

光熱水費　　1,998,807円

修繕工事費    944,426円

体育施設利用者数

　殿田中学校(グラウンド･体育館) 　 2,449人

　殿田小学校(グラウンド･体育館) 　 2,559人

　胡麻郷小学校(グラウンド･体育館)  5,558人

　日吉総合運動広場運動場　　　　　 9,589人

　日吉総合運動広場テニスコ－ト　　 1,672人

　広野球技場　　　　　　　　　　　 3,490人

　アーチェリー場　　　　　　　　　 　351人

　殿田運動場　　　　　　　　　　　 5,010人

　五ヶ荘野球場　　　　　　　　　　 2,062人

　はーとぴあ体育館　　　　　　　　 3,419人

　ユースホール　　　　　　　　 　　3,845人

　興風体育館　　　　　　　　　　   　874人

事 業 名

細事業名

事業分類

会 計 科 目

政策体系

１１１１....事業事業事業事業のののの概要概要概要概要

２２２２....事業事業事業事業のののの目的目的目的目的とととと必要性必要性必要性必要性

３３３３....事業費事業費事業費事業費のののの推移推移推移推移

４４４４....主主主主なななな事業費事業費事業費事業費のののの内訳内訳内訳内訳

５５５５....事業結果事業結果事業結果事業結果のののの概要概要概要概要

平成23年度　　事業評価（事業活動記録）

事業No. 758

現年

所管部局

評価表作成者

①施策で目指す目標との関連付け

　スポーツ・レクリエーション施設の充実

　市民に運動と憩いの場を提供し、スポーツ活動を通じて健全な心身の育成及び相互の親睦と理解を図る。

また、利用者に配慮したサービスを提供することにより、公共の福祉に寄与する。

②事業を実施する必要性

　市民に運動と憩いの場を提供し、スポーツを通じた市民の健康増進及び相互の親睦と理解を深めるため、

安心安全に利用できるスポーツ施設の維持管理の充実を図る必要がある。

8,097決算額または計画額

財

源

内

訳

うち一般職・嘱託職・臨時職の

給与および共済費等

使用料・手数料等

国 ・ 府 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

職 員 等 の 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

7,967 6,678 7,715 8,231 9,933 9,933
単 位

人 /年

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

0 0 0 0 0 0 0
1,761 1,994 1,950 1,812 1,300 1,246 1,246

0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0

6,336 5,973 4,728 5,903 6,931 8,687 8,687
0.75 0.65

3,905 3,511
10,583 11,227

平19決算 平20決算 平21決算 平22決算 平23予算 平24計画 平25計画

－

－

－

千円未満を四捨五入し表示しているので、合計等が一致しない場合がある。

※事業費を要しない場合は「0」、事業を実施しない場合は「空白」で表示。

※

0.75
4,021

11,988
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　五ヶ荘運動広場・体育館　　　　　 2,440人
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　安全管理に重点を置き、市民に親しまれる施設運営を図ることを目指した。

　安全管理に重点に置き、市民に親しまれる施設運営を図ることを目指した。施設利用申し込み受付と利用料

について議論した。

　施設利用申し込みについて市内外多数の団体から照会があり盛況である。

　施設修繕の計画的実施を進める。八木・美山管内で行われている指定管理制度への移行。

　老朽化した施設も多くあることから、指定管理に移行する場合も多くの修繕が必要となる。また、地元への

譲渡なども検討の一つである。

６６６６....活動活動活動活動のののの詳細詳細詳細詳細

７７７７....所属長評価所属長評価所属長評価所属長評価〔平成20年度から改善した点、今後の展開など〕

【【【【参考参考参考参考】】】】過年度過年度過年度過年度のののの評価評価評価評価

■平成22年度の所属長評価

①有効性・効率性を向上させるため、担当職員と議論を重ねた点

　安全管理に重点に置き、市民に親しまれる施設運営を図ることを目指した。施設利用申し込み受付と利用料

について議論した。

②当該事業のアピール事項

　施設利用申し込みについて市内外多数の団体から照会があり盛況である。

③反省点、今後の展開・方向性等

　施設修繕の計画的実施を進める。八木・美山管内で行われている指定管理制度への移行。

■平成21年度の所属長評価
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